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は　　じ　　め　　に

ウイズコロナ時代を見据えて

2020 年 3 月に新型コロナウイルス感染症のパンデミックが宣言され，国内では2020 年内に第 1 〜 3 波

を経験した．2021 年初頭に出現した変異株アルファによる第 4 波は7 月には変異株デルタに置き換わり，8

月中旬に第 5 波のピークを迎えた．国民のメッセンジャーRNA（mRNA）ワクチンの初回接種率が高まっ

た9 月末にはデルタ株の流行は収束した．その後，暫くの静寂後，12 月末に南アフリカを起源とするオミ

クロン株の流行が始まった．この変異株はスパイク蛋白質をコードする領域に30 個のアミノ酸変異を持っ

ており，その出現はその後のグローバルなCOVID-19 長期流行の大きな節目となった．オミクロン株 BA.1

系統の流行では今年 2 月上旬をピークにこれまでにない大きな感染の波（第 6 波）となり，ピーク時には

全国の新規感染者は1 日 10 万人を超えた．また，3 〜 4 月中にオミクロン株のBA.1 よりやや感染力が高

いBA.2 系統に置き換わった．感染者の主体は小児〜若年成人であり，またその大半は軽症であった．

2022 年 8 月現在，オミクロン株の国内流行が始まって既に8 ヶ月が経過し，国民のmRNA ワクチンの3

回目接種および4 回目接種が進んでいる中でこの変異株は長期間居座り続けている．長引く流行の主要な

原因として，オミクロン株が従来株に比較して①感染性が高いこと，②ワクチン免疫から逃避することが

考えられる．国内の追加接種（3 回目接種）の割合は8 月 1 日時点で60 代以上は8 〜 9 割であるのに対し，

20 〜 40 代では約 5 〜 6 割，12 〜 19 歳では4 割，5 〜 11 歳では2 割弱である．このため，ウイルスに対す

る抵抗力のない年齢層の中でオミクロン株の感染連鎖が維持されていると考えられる．

新規感染者数は6 月中旬まで減少傾向が続いたが，7 月に入り再び急激に増加し，7 月末には1 日 20 万

人を超えた．その間，6 月〜 8 月上旬までにBA.2 系統はより感染力が高いとされるBA.5 系統にほぼ置き

換わった．mRNA ワクチン追加接種後の免疫血清のBA.1 とBA.2 系統に対する中和活性はほぼ同等だが，

BA.5 系統に対する中和活性は約 1/3 に低下するとされている．

オミクロン株系統ウイルスによる流行がいつまで続くのかは正確な予測は不可能である．第 7 波の感染

拡大が継続し，医療体制の逼迫が問題となれば，国も経済を止めて，行動制限を求めることも必要になろ

う．このような中，オミクロン株（BA.1 系統）対応のmRNA ワクチンの臨床開発が進んでおり，その効

果が期待されている．前述したようにBA.1 系統対応ワクチン接種後の免疫血清のBA.5 に対する中和活性

はBA.1 に比べて約 1/3 に低下することが既に確認されており，変異株対応ワクチンであってもBA.5 に対

する効果は減弱しそうだ．しかしながら，免疫の隙間に入り込む｢狡猾なウイルス ｣に打ち克つ鍵はやは

りワクチンである．mRNA ワクチンに限らず，国内で開発中の複数のモダリティーのワクチンを有効に活

用することが今後もCOVID-19 対策の支柱となると考えられる．この支柱に加えて，国産の経口抗ウイル

ス薬の国内承認があれば，ウイズコロナの生活が現実的になってくる．しかしながら，当面は基本となる

感染対策も忘れてはならない．

　令和 4 年 9 月

富山県衛生研究所所長

大石　和徳
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